
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

松本平広域公園　遊具改修、園路バリアフリー化

烏川渓谷緑地　園路改修

松本平広域公園　やまびこドーム、陸上競技場改修

直接改修・改善 42,000 295,944 390,000

・既存公園施設を健全な状態に改修・改善を行うことにより、住民福祉の増進に寄与するとともに、防災機能の向上を図る。

・国の経済対策補正を活用することにより、公園施設の改築に早期着手する。

Ｈ25

H26

目標

H24末

（実績）

目標 成果

達成状況

24年度 成果目標の達成状況

項目

７公園 ７公園 達成

達成３公園 ２公園 ２公園

ー

６公園

長寿命化計画策定

公園数

事業実施箇所数

事業番号 11 07 05

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

都市公園事業費

都市公園事業費都市公園事業費

都市公園事業費

担

当

課

部局 建設部

　　３　ゆとりある住環境の形成 実施期間 H20 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

都市公園法第２条の３、第１２条の２

課・室 都市・まちづくり課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail

toshi-machi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

　既存公園施設を健全な状態に改修・改善を行うことにより、住民福祉の増進に寄与するとともに、防災機能の向上を図る。

　県営都市公園は最も新しい公園で設置後10年以上、ほとんどの公園が２０年以上経過しているため各施設の老朽化が進行している。

このため、計画的な改修・改善が必要性となっている。

事業内容

（単位：千円）　

項目

実施方法

H25事業実績

H25

H26

（当初） （決算） （当初）

合計 42,000 295,944 390,000

0

357,990 42,000 390,000

304,293

合計（A) 730,896 694,293

－

25年度

25年度25年度

25年度 26年度

121,071 268,437

当初予算 412,460

補正予算 -2,303 71,150 289,800

区　　分（単位：千円） 23年度

Aの

財源

550,211 600,237

概　算

人件費

5.81 2.90 3.02 8.18

-

609,825 281,774 295,944

-

76,255 42,297 14,767 23,296

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　公園施設長寿命化計画に基づき、計画的な公園施設の修繕、改築を行い、公園施設の長寿命化とライフサイクルコストの低減を図る。

目標に対

する成果

の状況

　平成22年度から調査を実施してきた、公園施設長寿命化計画の策定が完了し公表した。

　また、２公園の施設の改修・改善工事を実施し、公園機能の向上、利用者の安全性確保を図るとともに、国の補正「好循環実現のための

経済対策」を積極的に活用するよう努め事業の前倒し化を図った。

 概算事業費（B（A）+C）

609,825 281,774 295,944 694,293

- -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越 320,739

0 0 0 0

301,000 243,000 295,000 340,000

353,641 264,914 290,470 330,997


